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データサイズ３００KB以上で鮮明な 個性派ぞろいのメンバーが一致団結！

写真を貼り付けて下さい。 長年の問題に諦めないで取り組み

またはデータで添付してください。 誰でも使いやすい改善で問題を解決した事例です
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サークルの全体レベルと、個人レベルはこのようになっており

現在Bゾーンに位置しています強みは、ベテランが多い為、経験知識が豊富です
弱みは

・個性派メンバーが多く協調性が低い

・若手・中堅のサークル運営力が低い です

今回の活動は、弱みを強みに変えられるようチームワークと運営を意識した

活動をしてAゾーンを目指していきます。

今回の活動は前回テーマリーダーだった私鳥居今回も頼むね？と提案が

しかし自分は“個性派メンバーをまとめるの大変だったからやりたくないなぁ”

と弱気な考え。それを見ていた川畑組長

自分も経験したけど“大先輩達にお願いするのは大変だよね、でも鳥居が真剣なら

みんな協力してくれるよ。弱気にならずやってみないか？ “と声掛けが、それを受け

“弱気にならずチャレンジしてみよう”と決意

鳥居がテーマリーダーとして活動していくことに。

テーマ選定として、

課方針・サークル活動方針を元に、

安全性と方針に着眼、出た意見をマトリックス評価

評価の結果「刃具準備・返却の作業遅れ対策」について取り組んでいく事に

テーマ選定の背景として機械OPの土屋さん次に使用する加工刃具が無い為、
研磨工程へ確認に。すると研磨の本多さん“使用後の加工刃具が外れず

準備がまだ出来ていないんだ” といわれました。

刃具がないと加工できず、遅れが発生。という状況があり

刃具準備・返却の組み合わせ表と比較すると

標準作業時間に対して遅れている事が判明

早急に対策が必要と判断

しかしこの問題過去にも取り組んだけど、上手くいかなかったんだよ

過去の経験からベテランはテーマに消極的 それを見て、

あきらめたら今までと同じですチャレンジしてみましょうと提案

若手からもやってみましょう！！との声がベテランも理解してくれ

今回のテーマが決定。

現状把握1 初めに刃具準備・返却作業について説明します。

加工データを作っているNC係が供給した刃具調達依頼書を基に研磨工程は使用する
刃具の選定・長さ調整・をして機械OPへ供給 機械OPは準備された刃具を使って加工。
加工後は、使用した刃具を返却 加工で使用したドリルは次の加工に備え

研磨を実施する流れです 1部品加工に必要なドリル数は平均18本あり
1部品出来るまでに必要な刃具準備・返却時間を調査。ドリル取り外しに20分掛かって
おり全体の55.6％を占めている事が分かりました。
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ドリル取外し作業について説明します ドリル取外しとは使用した加工刃具を

ドリルとアーバーに分ける作業です。 作業の必要性は、ドリルの研磨をする為です

作業の流れは、加工刃具を運搬台車で 研磨工程へ返却し台車上で

外し工具をドリルとアーバーの連結部に入れて外します

しかし、力が入らなく外れない問題がありました。

そこで、先人の改善策として通称“抜き矢”と呼ばれている大型の

スライディングハンマーを製作、作業性が見直された工具で現状作業しています。

現状把握3
工具径ごとの打撃回数を調査 ドリルは小径・中径・大径に区分され

工具径が外れるまでの打撃回数に影響があるか調査。

結果は、工具径が大きいほど打撃回数が増えていることがわかりました

現状把握4 ドリル加工負荷について調査なぜドリルが外れないのか？

技術員に聞いてみると加工をすると、垂直方向に負荷が発生して、差し込み部が広がり

密着するから外れなくなるよ。工具径で違いはありますか？

当たる面積で加工負荷は増減するから、径が大きいほど押し込まれ量は大きくなるよ

参考に10Φで約200kg ５０Φで約1100ｋｇの負荷が掛る計算だよ
1100kgは大体軽自動車一台分の重さだねとおしえてくれました。
結果は、加工負荷でドリルが押し込まれて外れなくなり、工具径が大きくなるとより

外れないことが分かりました。

目標の設定として ドリル取り外し作業時間20分を
2022年10月末までに 標準作業時間の10分以内にする
を目標に活動していく事にしました。

要因解析です 「ドリル取外し作業で遅れが発生する」に特性を置き、洗い出し

要因を絞り込んだ結果 ①作業台がない ②外し工具の力が弱い

の2つが推定主要因として上がり、検証を実施する事に

主要因の検証1 作業台がないを検証3現主義で作業台を検証するため
運搬台車上・床置き・万力の3つの条件で作業台としての適性を調査。
運搬台車上は刃具置き場が揺れて、評価は✖

床置きは加工刃具が揺れて、評価は✖

万力はサイズに関係なく簡単に外れ評価は〇

検証の結果、固定されていないと力が逃げ取り外しにくいことが分かりました
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主要因の検証2 外し工具の力が弱いを検証

検証として、現状の抜き矢の力を調査

衝撃力の計算式から算出すると、260ニュートンとわかりました
次に大径ドリルが外れる衝撃力を調査 重しを増やして検証した結果

330ニュートンで大径ドリルははずれ
現状の抜き矢は衝撃力が足りないことがわかりました

要因の対策と評価です

主要因の検証で出た2項目の対策を洗い出し評価
「刃具固定台を製作」と「外し工具を改造する」が

それぞれ最高ランクとなり対策をすることに

対策案の検討ですが 2件の対策を改善していくことになり
同時に出来るかなぁ と鳥居は自信を無くしてしまいました。

すると、ベテランの本多さんから“一人でやろうとするから大変なんだよみんなを信じて

任せてみれば？”とチームワークを意識する金言が

“一人だから無理と思ったけど協力してもらえば出来るはず“と考えをあらため

メンバーの強みを生かしたチーム分けをして進めていこうと考え

固定台チームと外し工具チームに分かれて対策を進めていくことに。

新しいやり方にチャレンジして鳥居の運営力が向上しました

まずは固定台チームの対策検討 加工刃具を固定するには？と意見を募ると

“万力固定はどうです？”と佐々木君から提案が、

すると土屋さんからストップが

万力固定は点当たりで固定力が弱くてバランスが悪いんだよと説明が

他の部分は固定出来ません？ アーバーの密着部や連結部を固定すると

変形や傷で加工精度に影響するから駄目だよ。

万力固定は問題が多く別の方法を考えることに

いい案がないかアーバー全体を見ていた佐々木君。

「この溝はなんでしたっけ？」と質問すると

「加工機に刃具を付ける装置が入る溝だね」と教えてくれました。

何か溝を利用した固定方法はないかと考えていると

実家が農家の右田さん

「田んぼの止水板とかイメージ的に合いそうじゃない」と発案が

それを聞いた佐々木君その方法だ！と何かひらめいた模様

溝部を制限すれば固定されませんか？とひらめき内容を説明

よさそうだねと話がまとまり

アーバー溝を制限する固定台を作ることに

寸法を調査し設計図を作成

設計図を元に利材を加工して

アーバー固定部が完成しました

主要因の検証結果をまとめると

作業台がない・外し工具の力が弱い共に主要因である為、

結果を元に対策を検討していくことに
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つぎは外し工具チームの対策検討新たな外し治具を考えるなかで

大径ドリルが外れる対策を考えることにメンバーから

「他社みたく くさびとハンマーはどう？」

「道路工事みたいなエアーハンマーは？」など出た案をマトリックス評価した結果

「エアハンマーで外す」 「くさびとハンマーで外す」の

評価が高く検証をすることに

トライ①エアーハンマーで外すですが

エアーハンマーの先端を抜き矢状に加工、万力固定した大径刃具で取り外し検証

ドリルはすぐ外れましたが 使用した本多さん“工具の衝撃で手はしびれるし

音がうるさいよ“と衛生面で結果はNG
トライ②くさびとハンマーも同じ条件で検証ドリルはすぐに外れ衝撃力も

計算すると370ニュートンあり条件を満たし
結果はOK外し工具はくさびとハンマーでいくことに

合同会合を実施。

固定台は衝撃を加えた時、

刃具が跳ね上がり衝撃が逃げそう

外し工具はくさびを持つ手を叩く危険があるね

互いの問題点に気がつき再対策の検討をすることに

固定台チームの再対策跳ね上がりをなくすにはと

案を募るとメンバーから対策案が上がり

出た意見をマトリックス評価。

「U溝旋回の上側固定」と「後部の支え」が評価高く追加の対策案が決定

再対策の実施

U溝旋回は固定部の締め緩めがしやすいよう蝶ボルトで締める案を取り入れ
サイズに合った押さえ部を付けることでしっかりと固定出来る仕様に

後部支えは傷がつかないよう樹脂素材で製作

問題点を回収した“アーバー固定部”が完成

固定台チームのチームワーク・改善力が向上しました

外し工具チームの再対策は改善の匠、鈴木さんが

休日のドライブ中に見かけた重機をヒントに、

支点から位置決めできる治具はどうかと提案が

それなら手で支えず行けそうですとチーム全員の賛成で製作することに
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再対策の実施

先端部を設計、機械加工し

位置決めが自由で片手作業で外せる

新ドリル外し治具が完成

外し工具チームのチームワーク・改善力が向上しました

固定台チームと外し工具チーム

それぞれの対策を合体させたドリル固定外し台が完成

メンバー全員が協力したことでチームワークがアップしました

効果の確認1ですが
目標としていたドリル取り外し作業時間は

作業時間6分となり目標である10分以内を
達成することが出来ました

作業者の本多さんからも素早く外せるようになったよ

と感謝の言葉をもらいました

効果の確認2ですが対策前は運搬台車上でバランスが不安定
工具径が大きいと外れにくい状況でした

対策後は専用の固定台で加工刃具が動かなくなり

大径ドリルも一撃で外せるようになり作業性が向上

外し治具も人の手で支えなくなり安全性が向上

リスクレベルも改善前の6から2へ下げれました。

活動後のサークル評価です活動前の弱みであった“チームワーク”“運営”の部分は

メンバー全員で協力しあったことでレベルアップできほかの項目も付随して

レベルアップ出来ましたが目標のAランクにはあと一歩届きませんでした
テーマリーダーの私鳥居も、今回の活動を通してチームワークを筆頭に

レベルアップを実感でき諦めずにチャレンジしたことでレベルアップ出来たと

思いますこれからもメンバーと協力してチャレンジしていきます

標準化と管理の定着はこのように決めました。

固定台と外し治具はチェックシート、使い方は作業標準書で教育しました

今回、チームワークを考えた活動をしてきた中で

チーム分けをしての活動、若手の積極的な参加が

チームワークアップの要因と考えられます。その反面、

日程が後半に詰りサンプル数が少なかったので

次回は検証サンプル数も意識した活動を進めていきます


